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令
和
２
年
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る
で
し
ょ
う
？ 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
さ
て 

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
お
り
ま
し
た
「
ヤ
ブ
さ
ん

通
信
」
再
開
で
す
。
お
休
み
し
て
い
る
間
に
、
元

号
が
令
和
に
変
わ
り
、
そ
し
て
初
め
て
の
お
正
月

を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
、
こ
の
年
末
年
始
は
充
実

し
た
休
暇
を
過
ご
せ
ま
し
た
か
？
今
年
は
夏
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
ね
。
私
と
し
て
は
最
初
で
最
後
？
の
東

京
開
催
な
の
で
、
や
は
り
会
場
で
見
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
肝
心
な
チ
ケ
ッ
ト
が
手

に
入
ら
な
け
れ
ば
無
理
な
話
で
す
。
果
た
し
て
今

後
チ
ケ
ッ
ト
は
ゲ
ッ
ト
す
る
事
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
か
？
今
年
の
そ
の
他
の
大
き
な
出
来
事

を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
ま
ず
、
三
月
十
四
日
に
山

手
線
に
新
駅
「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
」
が
誕
生

し
ま
す
。
こ
れ
は
一
九
七
一
年
の
西
日
暮
里
駅
依

頼
の
誕
生
で
す
。 

こ
の
駅
は
隈
研
吾
氏
の
デ
ザ
イ
ン
で
随
所
に

「
和
」
を
感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
駅
に
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
る
と
の
事
で
時

代
の
最
先
端
の
駅
と
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
他 

十
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
も
行
わ
れ

ま
す
ね
。
結
果
次
第
で
は
世
界
に
影
響
を
与
え
る

出
来
事
で
す
の
で
、
注
目
し
て
お
き
た
い
で
す

ね
。
さ
て
、
今
年
は
休
日
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

二
月
二
十
三
日
が
天
皇
誕
生
日
で
休
日
に
、
七
月

二
十
三
日
が
海
の
日
、
翌
二
十
四
日
が
ス
ポ
ー
ツ

の
日
に
な
り
土
日
を
絡
め
る
と
四
連
休
、
ま
た
九

月
十
九
日
～
二
十
二
日
ま
で
が
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
と
な
り
四
連
休
と
大
型
連
休
が
増
え

る
よ
う
で
す
。
今
年
は
仕
事
の
段
取
り
を
キ
ッ
チ

リ
と
行
っ
て
、
連
休
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
当
初
二
〇
二
〇
年
開
業
予
定

だ
っ
た
東
京
外
郭
環
状
道
路
（
外
環
道
）
の
関
越

自
動
車
道
～
東
名
高
速
道
路
ま
で
の
区
間
の
開

通
の
予
定
が
現
時
点
で
は
未
定
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
事
が
残
念
に
思
い
ま
す
。
早
い
開
通
を
期

待
し
ま
す
。
で
は
、
ま
た
来
月
号
で
！ 

季
節
の
た
よ
り 

十
二
支
初
め
の
年
に 

２
０
２
０
年
の
干
支
は
ね
ず
み
で

す
。
漢
字
で
書
く
と
「
子
」
。
す
で

に
年
賀
状
な
ど
で
こ
の
字
を
何
度

も
目
に
さ
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
と
こ
ろ
で
、
ね
ず
み
は
漢
字
で

書
く
と
「
鼠
」
で
す
が
、
な
ぜ
「
子
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。
ね
ず
み
に
限
ら

ず
、
干
支
に
は
い
ず
れ
も
、
通
常
と

は
異
な
る
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
（
子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・

午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
）。
元
々

こ
れ
ら
は
中
国
で
古
く
か
ら
日
時

や
方
角
を
表
す
文
字
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
、
庶
民
に
も

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
動
物
が
当
て
は
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
起
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
漢
字
に
動
物

の
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
は

い
え
、
十
二
支
の
動
物
は
ア
ジ
ア
を

中
心
に
広
い
地
域
で
文
化
と
し
て

根
付
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
干

支
が
一
巡
し
た
最
初
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
一
つ
の
節
目
と
し
て
心
機

一
転
、
新
た
な
目
標
を
掲
げ
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。 
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ご
存
じ
で
す
か
？ 

住
ま
い
に
関
す
る
数
字
の
単
位 

  
   

く
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン 

 

 

 

住
ま
い
を
あ
ら
た
め
て
眺
め
て
み
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
数
字
の
単
位
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
広
さ
、
長
さ
、
高
さ
、
距
離
な
ど
、
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

【
１
坪
】 

メ
ー
ト
ル
法
で
は
約
3.3
平
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
ま
す
。
一
般
に
は
畳
約
２
枚
分
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
畳
の
大
き
さ
は
一
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
京
間
は
長
辺
191
セ
ン

チ
で
す
が
、
団
地
間
は
170
セ
ン
チ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
坪
を
考
え
る
際
は
、
長
辺
182
セ
ン
チ
の

中
京
間
の
畳
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

【
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】 

１
は
部
屋
数
、
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
リ
ビ

ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
が
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
。
１

Ｄ
Ｋ
と
の
違
い
は
、
そ
の
広
さ
に
あ
り
ま
す
。
部

屋
が
１
つ
の
場
合
、
キ
ッ
チ
ン
の
あ
る
部
屋
が

4.5
畳
以
上
８
畳
未
満
で
あ
れ
ば
１
Ｄ
Ｋ
、
８
畳

以
上
で
あ
れ
ば
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
部

屋
が
２
つ
以
上
の
場
合
は
、
６
畳
以
上
10
畳
未

満
は
Ｄ
Ｋ
、
10
畳
以
上
は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
な
り
ま
す
。 

【
１
世
帯
】 

世
帯
と
は
、
同
じ
住
所
で
生
計
を

共
に
し
て
い
る
集
団
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家

１
軒
、
１
家
族
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
帯
に
は
、
家
族
以
外
の
同
居
人

や
使
用
人
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
１
軒
家
で
２

世
帯
が
居
住
す
る
２
世
帯
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
保
険
料
な
ど
の
事
情
で
、
世
帯
分
離
と
い

う
手
続
き
に
よ
っ
て
１
世
帯
を
２
世
帯
に
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

【
徒
歩
１
分
】 
不
動
産
情
報
で
よ
く
見
ら
れ
る

数
字
で
す
が
、
実
際
の
所
要
時
間
を
表
す
数
字
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩
く
速
さ
や
交
通
事
情
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
徒
歩
１
分
は
、
法
律
に
基

づ
き
80
メ
ー
ト
ル
に
換
算
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

徒
歩
５
分
で
あ
れ
ば
400
メ
ー
ト
ル
を
意
味
し
ま

す
。
な
お
、 

80
メ
ー
ト
ル 

未
満
は
、
切 

り
上
げ
て
１ 

分
と
し
て
扱 

い
ま
す
。 
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Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ 

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
（
ジ
ー
ソ
ミ
ア
）

と
は
、
「
軍
事
情
報
包
括
保
護
協

定
」
の
こ
と
で
、
英
語
表
記
の
頭

文
字
を
と
っ
て
こ
う
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
政
府
間
で
軍
事
機
密
情
報

を
や
り
取
り
す
る
際
、
第
三
国
へ

の
情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
結
ば
れ
、
相
互
に
適
切
な
情

報
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
は
現
在
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
７

か
国
と
こ
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
韓
国
と
は
２
０
１
６
年
に
締

結
し
て
い
ま
す
。
今
年
８
月
、
韓

国
は
日
韓
関
係
の
悪
化
か
ら
こ
の

協
定
の
破
棄
を
決
定
し
ま
し
た

が
、
失
効
前
日
の
11
月
22
日
に
破

棄
の
通
告
を
停
止
し
ま
し
た
。 

 
タ
ピ
る 

タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
こ
と

を
表
す
言
葉
で
、
お
も
に
女
子
中

高
生
の
間
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

台
湾
発
祥
の
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク

は
、
近
年
日
本
で
も
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ー
ム
の
盛
り

上
が
り
に
あ
わ
せ
て
「
タ
ピ
る
」

と
い
う
言
葉
も
広
ま
り
、
２
０
１

８
年
「
Ｊ
Ｃ･

Ｊ
Ｋ
流
行
語
大
賞
」

で
１
位
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
９
年
「
新
語
・
流
行
語
大

賞
」
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７ 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
２
０
０
９
年

に
リ
リ
ー
ス
し
た
、
パ
ソ
コ
ン
用

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム 

(

Ｏ
Ｓ)

の
名
称
。
同
年
10
月
22
日

に
一
般
発
売
が
始
ま
り
、
以
後
製

品
サ
ポ
ー
ト
が
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
発
売
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

今
年
１
月
14
日
を
も
っ
て
サ
ポ
ー

ト
は
終
了
し
ま
す
。
以
後
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

が
停
止
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

リ
ス
ク
が
高
ま 

り
ま
す
。
そ
の 

た
め
、
新
し
い 

Ｏ
Ｓ
へ
の
移
行 

が
呼
び
か
け
れ 

ら
て
い
ま
す
。 
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冬
に
気
を
付
け
た
い
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症  

や
の
ど
の
粘
膜
が
乾
燥
す
る
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
に
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

感
染
を
予
防
す
る
に
は
、
湿
度
を
上
げ
て
空
気
中

の
水
分
量
を
増
や
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
通
常
目
に
す
る
湿
度
は
「
相
対
湿
度
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
温
度
に
よ
っ
て
数
値
が
変
わ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
湿
度
が
50
％
で
あ
っ
て
も
、

10
℃
の
と
き
と
30
℃
の
と
き
で
は
、
水
分
量
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
重
要
な
の
は
１
立
方
ｍ
あ
た
り
に

含
ま
れ
る
水
蒸
気
の
重
さ
を
示
す
「
絶
対
湿
度
」
で

す
。 絶

対
湿
度
を
「
乾
燥
指
数
」
と
し
て
表
示
す
る
機

器
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い

ま
せ
ん
。
通
常
の
湿 

度
計
を
使
う
場
合
は
、 

室
内
温
度
が
18
～ 

22
℃
の
と
き(

相
対)

 

湿
度
を
50
～
60
％ 

に
保
つ
の
が
良
い
と 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

冬
は
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
が
増
え
る
季
節
。
そ

の
代
表
例
と
い
え
る
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

毎
年
猛
威
を
ふ
る
い
、
多
く
の
人
を
苦
し
め
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
風
邪
も
同
様
に
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
感

染
症
で
す
。 

 

冬
に
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
は
上
記
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
も
、
こ
の
時
期
多
く
の
人
に
感
染
し
ま
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
夏
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
れ
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
細
菌
性
の

食
中
毒
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
の
食
中
毒
は
夏
場
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
発
生
し
ま
せ
ん
。 

 

で
は
、
な
ぜ
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
は
冬
に
増
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
原
因
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
低

温
乾
燥
に
強
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
空
気

中
の
水
分
が
少
な
い
時
期
に
な
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
浮

遊
し
、
広
が
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
冬
場

は
体
温
の
低
下
に
よ
っ
て
免
疫
細
胞
の
活
動
が
弱
ま

る
た
め
、
体
の
抵
抗
力
が
落
ち
ま
す
。
加
え
て
、
鼻

 

揚げ出し餅 
 

お正月はお餅を食べる機会が多くなります。ただ、飽きて

くるという方も少なくありません。今回はそんな方に 

おすすめのメニューをご紹介。カリッ 

と揚げて和風つゆでいただきます。 
 

★ 材料 （2 人分）  

切り餅 2 個  大根 5ｃｍ  揚げ油 適量 

刻みねぎ 適量 刻みのり 適量  片栗粉 大さじ 1/2 

【A】しょうゆ 大さじ 1  みりん 大さじ 1  顆粒だし 小さじ 1/2  

水 200cc 
 

★ つくり方 

1．大根はすりおろして水気を切っておきます。 

2．片栗粉をまぶした餅を 170～180℃に熱した油で揚げます。  

3．【A】を小鍋に入れて熱し、ひと煮立ちさせます。  

4．揚げた餅を器に入れて大根おろしを乗せ、3．をかけてねぎと

のりを添えます。 

※揚げる際は餅の破裂に注意。めんつゆを使っても OK。 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
は
、
お
正
月
に
食
べ
る
料
理
・
食
材
が
テ
ー
マ
で
す
。
お
節
料
理
の
お

重
に
詰
め
た
り
、
祝
い
の
席
に
出
し
た
り
と
、
い
ず
れ
も
日
本
の
お
正
月
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。 

 

① 

海
老
（
腰
が
曲
が
る
ま
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
） 

② 

金
団
（
お
節
料
理
で
は
さ
つ
ま
い
も
に
栗
を
入
れ
ま
す
） 

③ 

蛤
（
お
吸
い
物
や
お
雑
煮
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

④ 

伊
達
巻
（
「
伊
達
」
は
豪
華
に
見
せ
る
と
い
う
意
味
） 

⑤ 

膾
（
大
根
と
人
参
で
紅
白
に
仕
上
げ
ま
す
） 

 

⑥ 

鰤
（
こ
の
魚
は
出
世
魚
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
） 

⑦ 

鯛
（
め
で
た
い
席
に
こ
の
魚
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
） 

⑧ 

筑
前
煮
（
縁
起
物
の
根
菜
や
き
の
こ
を
使
い
ま
す
） 

⑨ 
菊
花
蕪
（
長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
る
花
の
形
に
し
ま
す
） 

⑩ 
叩
牛
蒡
（
深
く
根
を
張
り
、
家
が
代
々
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
） 

    

 

※答えは前ページの下段をご覧ください。 

 

 



《工事営業部》 

埼玉県川口市安行北谷 546 
 

T E L ： 048-297-4111 

FAX ： 048-290-1199 

URL ：www.repair-work.jp 
       (改修工事.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

たてものインデックス 古民家《こみんか》 

 

 

C AL E ND A R 2020.1  January  
 

 

 １（火） 
元日 年賀 初詣 サッカー皇后杯決勝 

全日本実業団対抗駅伝 
18（金） 118 番の日 振袖火事の日 

２（水） 
初夢 初売り・初商い 書き初め 初荷 農初め 

箱根駅伝（～1/3） 
19（土） 

大学入試センター試験（～1/20） 

家庭消火器点検の日※ 空気清浄機の日 

３（木） ひとみの日 元始祭 戊辰戦争開戦の日   20（日） 
大寒 二十日正月 血栓予防の日 

全国都道府県対抗男子駅伝 

４（金） 官公庁御用始め 取引所大発会 石の日 21（月） 料理番組の日 初大師・初弘法 

５（土） 魚河岸初競り 囲碁の日 シンデレラの日 22（火） ジャズの日 カレーの日 飛行船の日 

６（日） 
小寒 六日年越し 消防出初 ケーキの日  

色の日 
23（水） 

電子メールの日 ワンツースリーの日 

アーモンドの日 

７（月） 
人日の節句(七草の節句) 全国高校ラグビー決勝  

ゴールデングローブ賞発表・授賞式 
24（木） 

法律扶助の日 初地蔵 初愛宕 

全国学校給食週間（～1/30）  

８（火） 正月事納め 平成スタートの日 イヤホンの日 25（金） 
初天神 中華まんの日 お詫びの日  

日本最低気温の日 ホットケーキの日 

９（水） 風邪の日 クイズの日・とんちの日 26（土） コラーゲンの日 文化財防火デー 

10（木） 
110 番の日 明太子の日 かんぴょうの日 

さんま寿司の日 
27（日） 

国旗制定記念日 世界ハンセン病デー 

大阪国際女子マラソン 大相撲初場所千秋楽 

11（金） 鏡開き 蔵開き 塩の日 樽酒の日 28（月） 衣類乾燥機の日 ダンスパーティーの日 

12（土） スキーの日 桜島の日 全国大学ラグビー決勝 29（火） タウン情報の日 人口調査記念日 

13（日） 
全国都道府県対抗女子駅伝 春高バレー決勝 

大相撲初場所初日 年賀はがきお年玉抽選日  
30（水） 3 分間電話の日 

14（月） 
成人の日 左義長 全国高校サッカー決勝 

十四日年越 テニス全豪オープン（～1/27）  
31（木） 晦日正月（晦日節） 生命保険の日 愛妻家の日 

15（火） 小正月 いちごの日 手洗いの日   

16（水） 籔入り 念仏の口開け 禁酒の日 囲炉裏の日   

17（木） 
冬土用入 阪神淡路大震災記念日 

防災とボランティアの日 
  

 

 
★ 家庭消火器点検の日 （1 月 19 日） 

全国消防機器販売業協会が 1991 年に制定した日。「119」に

由来しますが、消防庁の「119 番の日」が 11 月 9 日であるた

め、この日にされました。空気の乾燥するこの季節、火災が

発生したときに備えて消火器の準備・点検をしておきましょう。 

文
字
通
り
古
い
民
家
を
指
す
言
葉
で
す
が
、

古
い
住
宅
な
ら
何
で
も
古
民
家
と
呼
べ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
定
義
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
に
築
50
年
以
上
経
っ

た
も
の
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
文
化

財
登
録
制
度
で
50
年
を
経
過
し
た
も
の
が

対
象
と
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
ま

す
。
伝
統
的
な
工
法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
建

築
物
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
要
件
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
屋
根
が
茅
ぶ

き
や
草
ぶ
き
、
あ
る
い
は
日
本
瓦
ぶ
き
で
あ

る
こ
と
、
太
い
大
黒
柱
や
梁
が
あ
る
こ
と
、

土
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
今
は
、
そ
う
し
た
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
再
利
用
し
た
物
件
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
民
家
を
解
体
し
て
新

た
に
古
民
家
風
の
建
物
を
つ
く
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。 

         

  

 

   ■調査・診断 

 

■各種改修工事 

下地補修、塗装工事 

ｼｰﾘﾝｸﾞ工事、防水工事 

耐震補強工事、内装工事 

他 

 

■大規模修繕工事 

 

■天然石景観工事 

 

http://www.repair-work.jp/

